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V124b 超伝導フィルタによる多輝線同時観測受信機 IF系の小型化の検討
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異なる周波数の複数の分子スペクトルを同時に観測することは，分子ガス（分子雲）の化学反応や物理状態を
調べるために非常に重要である．そのため，一度に広帯域にわたり分子の周波数スペクトルを観測できる受信機
の開発が注目されている．名古屋大学ではこれまで 170-260 GHzの信号を 4つの帯域に分割し，超伝導 SISミク
サにそれぞれ出力するための導波管型マルチプレクサを大気ラジオメータ向けに開発した（中島他，2018年秋季
年会参照）．しかしながら，大気分子の周波数が近接する 246-254 GHz帯の超伝導 SISミクサ後段の IF系は非
常に複雑になる問題があった．この IF系は二つの帯域に分離し，それぞれ 2ndミクサを通してから結合器で合
成し 1台の分光計に入力するため，分波器，二つの帯域通過フィルタ（BPF），二つの 2ndミクサ，結合器など
を必要とし，分波器のアイソレーションの問題から信号の回り込みによる雑音の増加などが懸念される．これに
対して我々は IF系に適した超伝導デュアルバンド帯域通過フィルタ（DB-BPF）を新たに開発することによって
IF系を簡易に構成する方法を提案する．DB-BPFは二つの帯域のBPFを一つの素子として構成する技術である．
それによって二つの帯域に分離する必要がなくなるため分波器や結合器が必要なくなり，2ndミクサの数も減ら
すことができる．また，分光計に複数の分子スペクトルを配置するためにはBPFの遮断特性を非常に急峻にする
必要があるが，低損失と急峻な遮断特性を両立し，なおかつDB-BPFを構成できるのは超伝導体を使ったフィル
タだけである．DB-BPFの中心周波数は 8.36 GHz（比帯域幅 1.2%）と 11.1 GHz（比帯域幅 12%）であり，フィ
ルタサイズは 9.45 mm×38.15 mmと非常に小型である．講演では超伝導 DB-BPFを用いた IF系の構成や超伝
導DB-BPFの具体的な構成及び設計方法について報告する．


